
 

 

 

 

 
「ならぬものはならぬ」の教え 

                                    校長 石崎 晃一 
 

 会津藩（江戸時代 現在の福島県西部と新潟県及び栃木県の一部を治めた藩）では、藩
士の子どもたちは十歳になると、藩校である日新館に通い学びました。また、九歳以下の
子どもたちは、「什（じゅう）」という集団で、会津武士の心構えを身に付けるために七つ
の約束事「什の掟（おきて）」を徹底して教えられました。 

 

 その約束事の中には、「虚言を言うことはなりませぬ」や「卑怯なふるまいをしてはなり
ませぬ」「弱いものをいじめてはなりませぬ」「年長者にはお辞儀をしなければなりませぬ」

など、現在でも十分通用する内容が盛り込まれています。その約束事の最後に書かれてあ
る言葉が、「ならぬものはならぬ」です。私は、社会を生きていくうえで、この言葉の持つ
意味はとても重要だと考えています。 

 

 世間を騒がすニュースの中には、自己中心的・衝動的・私利私欲が強すぎることが要因
と考えられるものが少なくありません。自らの欲求を満たすために「周りの人は関係ない」
という自分勝手な考え方が見られます。権利は主張するけれども、義務は守れない人も増
えてきています。善悪を正しく判断し、自分を律し、正しい行動をとる「ならぬものはな
らぬ」の精神がとても必要だと思うのです。 

 

 昨年から、コロナ禍によるストレスや人間関係の希薄化による、いじめや問題行動の報
道が多く聞かれるようになりました。令和３年度も半分が終わります。笹神中学校でも子
どもたちの学校生活への慣れや気のゆるみから生まれる様々なトラブルが起こるかもしれ

ません。年度後半に向けて、「ならぬものはならぬ」の精神で子どもたちを見守り、導いて
いきます。ただし、一方的に職員の言うことを徹底させるのではなく、子どもを「育てる」
視点にたち、教育活動の中で子ども同士が適切に関わり合い、「規則があるから守る」では
なく、最小限の決まりの中で「何が良くて、どこがいけなかったのか」「どう動けばいいの
か」を考え、行動できる子どもたちを育てていきます。 

 

 間もなく体育祭が行われます。１０月下旬には合唱祭が予定されています。行事は子ど
もたちを成長させるとても良い場です。学級・学年・先輩後輩が関わり合い、学び合い、
共に成長する貴重な機会になります。行事を含めた教育活動全体を通して子どもたちの育
成に取り組んでいきます。 

学校へのご意見・ご要望や子どもたちの様子でお気づきのことがございましたら遠慮な
くお聞かせください。子どもたちの良い姿（いい話題）もお待ちしております。子どもた
ちに伝えさせていただきます。 

 

 

 

〇 令和３年度体育祭 １０月 １日（金）  ８：２０開始 

  （今年度以降は熱中症の危険性を考え、９月上旬から上記の期日に変更しました。） 

 

 〇 令和３年度合唱祭 １０月２３日（土） １３：００開始 
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笹中たより 
 

令和４年度 笹神中学校は創立５０周年 

 



タブレット端末の活用について  

 現在、一人に一台ずつタブレット端末（ｉｐａｄ）を貸し出し、授  

業・その他の教育活動(職場体験等)で使用しています。使用する様子

は、簡単に令和３年２月号と３月号でも紹介させていただきました。

今回は、授業でどのように使用しているのか、紹介をさせていただき

ます。 

〇 学校では常に所持しています 

  朝の会以降は、タブレットは各自が所持します。折りたためばかさばりません。使用しない 

時間があれば机の中で保管します。現在は、多くの授業で使用するため、タブレットはほぼ起 

動している状態です。放課後の活動前に、保管棚に入れ充電し翌日に備えます。 

〇 授業での使い方① 

                         学校内は、インターネットや校内ネット 

                        ワークでつながっています。調べ学習での 

使用や教師の資料を大画面に送り、映すこ 

とができます。瞬時にできるので時間の短 

縮につながります。ノートを写真で撮り、                  

インターネットによる調べ学習   教師のﾀﾌﾞﾚｯﾄから大型ﾃﾚﾋﾞに     教師に送ると素早く点検してもらうことも 

〇 授業での使い方②                      可能です。 

  授業では、ロイロノートという学習支 

 援アプリを主に使います。自分の考えを 

 書いたものを付箋化してタブレット内を 

 自由に動かしながら考え、整理するのに 

 使用します。グループ内で使用したり、  考えに優先順位をつけています    グループ内で共有します 

 全員の意見や取り上げたい意見 

を紹介することもできます。 

アンケートをリアルタイムで 

集計することもできます。ネッ 

トワークを使いタブレットから    全員の意見を表示        ５択のアンケート（左）とその集計結果（右） 

タブレットへ指先を動かすだけで簡単に送信できます。 

〇 今後は 

  授業では、自ら書くことも大切です。鉛筆をもって書く時間も確保しながら、教具「タブレ 

ット」の使用方法を工夫しています。また、先週は試行もさせていただきましたが、宿題提出 

や家庭学習の充実に向けて持ち帰りの準備も進めています。事前に使い方の指導を行っていま 

すのでご家庭でも目的外の使用にご注意くださいますようお願い申し上げます。 

 

<10 月の予定>  ※今後の情勢により変更の可能性があります。 
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